
　例年、グリーンピア大沼等で開催していた研修会を、北海道 　７月１日～7日は、平成28年度（第89回）全国安全週間です。

新幹線開通の影響か、宿泊施設が確保できず、今年度は、花び 　　　　　　　　　　　　　　今年のスローガンは「みえますか？

しホテルを会場に４月28日(木)と29日(金)に分けて、社内研修 　　　　　　　　　　　　　あなたのまわりの見えない危険　み　

会を開催しました。 　　　　　　　　　　　　　んなで見つける　安全管理」です。

　外部研修は道立函館美術館で特別展「フランス近代美術をめ 　　　　　　　　　　　　　　安全な職場環境をつくり上げるた

ぐる旅」を鑑賞しました。最初に星野学芸員からヨーロッパ美 　　　　　　　　　　　　　めに、同じ職場で働く仲間全員が早

術を牽引してきた近代のフランス美術や今回の特別展の見どこ 　　　　　　　　　　　　　期に危険要因を発見・改善・見える

ろを分かりやすく解説していただきました。ドラクロワ、ミレ 　　　　　　　　　　　　　化し、事故を未然に防ぐことを呼び

ー、セザンヌ、ピカソ、モディリアーニ‥。画家たちの多彩な 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5月30日(月)夕方、函館市の 　　　　　　　　　　　　　かけています。

表現に圧倒されました。 　　　　　　　 玄関口である国道５号線(函館 　　　　　　　　　　　　　　６月は準備期間（6/1～30）です。

　　　　　　　 新道)石川町の沿道花壇の草取 　　　　　　　　　　　　　月例の店社パトロールはもちろん、

　昼食後、午後から研修会です。佐々木課長の平成27年度決算 　　　　　 　 りと土おこしのボランティア 　　　　　　　　　　　　　災害防止計画に先立つリスアセスメ

報告と戸沼社長の平成28年度経営方針の後は、外部講師を招い　 　 　 活動に当社から15人を超える 　ントの着実な実施等、全国安全週間に備えて参りましょう。

                            ての講演です。講師は(株)北海 　　　　　　 社員が参加しました。

                            道技術コンサルタント(札幌市) 　　　　　　　 　この花壇には、シーニック 　　　《　本週間及び準備期間中に実施する事項　抜粋　》

　　　　　　　　　　　　　　の橋本眞一社長です。橋本社長 バイウェイ北海道「函館・大沼・噴火湾ルート」の活動団体で 　１．経営トップによる安全の所信表明と安全パトロールの実施

　　　　　　　　　　　　　　には「亜麻からみえる北海道」 ある「函館花いっぱい道づくりの 　２．安全を考える職場の集いの催し等、関係者の意思統一、安全

　　　　　　　　　　　　　　というテーマで、別会社の(有) 会」が平成16年からマリーゴール 　　意識の高揚

　　　　　　　　　　　　　　亜麻公社で展開する亜麻を利用 ドやベゴニア等の花苗約8,500 株 　３．作業場の注意喚起の「見える化」等委員会で取り組みやすい

　　　　　　　　　　　　　　した商品の企画・開発・製造・　　　　　　　　　　を沿道の花壇に植栽しています。 　　安全活動の募集と発表

　　　　　　　　　　　　　　販売や亜麻を軸とした地域づく 　例年、この植栽活動には町内会 　　４．安全旗の掲揚、標語等の掲示、安全関係資料の配布

りについてお話しいただきました。橋本社長の亜麻への熱き思 の皆さんや小・中・高校生、スポーツ少 　５．安全についての作文、写真、標語等の募集及び発表

いや亜麻の魅力や可能性について学びました。　　　　　　　　　　 年団員等約900名が参加していま 　６．安全に関する視聴覚教材等を活用した講演会等を開催

す。 　７．労働者の家族に対し安全についての文書の送付、現場見学等

　研修会二日目。最初は当社駐車場に於いて、メーカーと共に 　　による、家族の協力

開発し新規導入した超軽量ボーリングマシンのデモンストレー 　８．ホームページ等を活用し、自社の安全活動等について社会に

ションです。開発に携わった梅木常務の説明に質問や意見が出 　　発信

されました。 　平成27年度の道内の労働災害による死亡者数は、対前年比で同 　　９．緊急時の措置について必要な訓練の実施

　引き続き、会場を花びしホテ 数の65名となりました。 １０．「安全の日」の設定のほか全国安全週間及び準備期間にふさ

ルに移して、グループ討論会で 　死傷者（休業４日以上）数は6,568人と前年（6,744人）に比べ 　　わしい行事の実施

す。戸沼社長の基調講演の後、 て176人、2.6%減少し、４年ぶりに減少に転じました。

７つのグループに分かれて“次 　死亡者数を業種別に見ますと、建設業が25名（全体の38.5%、

の10年”に向けた戸沼岩崎建設 前年比３人増）と最も多く、次いで陸上貨物運送事業が11名（全 　今年の「湯倉の杜」は６月18日（土）に開催されます。

の新展開についてグループ討論 体の16.9%、前年比５人増）、製造業が７人（全体の10.8%、前年 　昼間の第１部は主に子どもを対象とした様々な体験イベントを行

を行いました。各グループから 比３人増）、林業と小売業が４人（全体の6.2%、林業は前年同数、います。湯の川温泉のご当地キャラクター「ちかつまる」も登場。

は、“次の10年”に向けた新事業として、チョコレートショッ 小売業は前年比３人減）の順となりました。 夕方からの第２部は地域の子どもたちが作った廃油キャンドルを境

プの営業、湯の川地区での宿泊施設の建設と経営、建設特殊機 　また、事故の型別で見ますと「墜落、転落」が 内に設置し、キャンドルナイトを行います。キャンドルの優しい光

械の開発・リース業、イカの養殖事業、サッカークラブの運営、　　　　　　　　　　　　　　18人（全体の27.7%、前年比６人減）と最も多く、 につつまれながら、神楽「浦安の舞」や「ひのき屋奉納ライブ」を

　　　　　　　　　　　　　　「おでうし君」事業の拡大等の 「交通事故（道路）」が11人（全体の16.9%、前 お楽しみ下さい。

                            提案がありました。閉会に当た　　　　　　　　　　　　　　年同数）、「はさまれ、巻き込まれ」が10人（全 ・日　時/６月18日(土)

         　　　   　        り、「現状をしっかり見つめ、 体の15.4%、前年比３人増）と続き、この３種類の災害で全体の 　     　14:00～20:30　

                            学び続け、次代の戸沼岩崎建設 60.0%を占めています。　 　　　　 雨天　翌日に順延

                            の発展につなげていこう」と戸　　　　　　　　　　リスクアセスメントと日常のフォローアップ活動を引き続き ・会　場/湯倉神社境内
沼会長が総括し，二日間の研修が終了しました。　 充実させていきましょう。 　　(函館市湯川町2丁目28-1)
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